
令和６年度第１回 苫小牧市公共交通協議会（書面開催） 

令和６年６月１８日（火）～２４日（月） 

次   第  

議  題 

【審議事項】 

議案第１号：苫小牧市公共交通計画の改正（案）について 

議案第２号：樽前予約運行型バス（樽前ハッピー号）計画申請（案）について 















【補足説明資料】 

審議事項 

議案第１号： 

苫小牧市公共交通計画の改正（案）について

・国土交通省が行っている「地域公共交通確保維持改善事業」のうち、「地

域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金」の支援を引き続き受けるにあた

り、令和２年１１月の「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の改

正に伴い、「苫小牧市地域公共交通計画（以下、本計画と呼びます）」におけ

る補助系統の位置付け等が必要となったことから、補助系統の位置付け及び

路線バスの収支率の評価指標を記載することとした。



議案第２号： 

樽前予約運行型バス（樽前ハッピー号）計画申請（案）について

・樽前予約運行型バス（樽前ハッピー号）に関して、国の補助事業である地

域公共交通確保維持事業を活用するため、地域内フィーダー系統確保維持

計画を策定した。

・国から補助を受けるためには、本協議会委員の承認を経た上で、本協議会

が申請し、国から当該計画の認定を受けることが必要。

・補助対象期間は、令和６年10月～令和７年9月（＝令和７補助年度）

・計画2.（1）「事業の目標」の表にある目標値算出根拠 

・「一日あたりのバス利用者数」は、児童数の減少や高齢化による利用者数

の減少がある中で大幅な増加やコロナ禍前までの完全回復は難しいもの

の、バス待合環境の整備やバス利便性向上の利用促進の取組周知等によ

り、現状値からの増加を目指すものとして「２５人」を設定した。 

・「バス利用者満足度」は、毎年実施しているハッピー号利用者アンケート

の「満足度」について、「現状値以上」を目標として設定した。


